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公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
が

始
ま
り
ま
す

　　
公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜

と
徴
収
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、

公
的
年
金
な
ど
の
所
得
に
か
か
る
市

県
民
税
所
得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額

を
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
（
特

別
徴
収
）
制
度
が
10
月
支
給
分
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

対�

象
者　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

で
、
年
齢
が
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
受
給
者
で
、
市
県
民
税
の
納
税

義
務
の
あ
る
人
で
か
つ
年
額
18
万

円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は

老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
方

対
象
と
な
ら
な
い
方

・�

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
額
が

年
額
18
万
円
未
満
の
方

・�

当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老

齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
額
を
超
え

る
方

特
別
徴
収
の
方
法

◆�

〔
平
成
21
年
度
〕
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

①�

10
月
・
12
月
・
２
月
支
給
分
の
年

金･･･

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る

年
税
額
か
ら
普
通
徴
収
（
第
一
期

お
よ
び
第
二
期
）
で
徴
収
し
た
額

を
差
し
引
い
た
残
額
の
３
分
の
１

ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
支
給
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

◆�

〔
平
成
22
年
度
〕
前
年
度
か
ら
引

続
き
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
対

象
で
あ
る
場
合

②�

４
月
・
６
月
・
８
月
支
給
の
年
金

･･･

前
年
度
の
２
月
に
徴
収
し
た

額
と
同
額
が
４
月
か
ら
８
月
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

③�

10
月
・
12
月
・
２
月
支
給
の
年
金

･･･

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
年

税
額
か
ら
②
を
差
し
引
い
た
残
額

の
３
分
の
１
ず
つ
が
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
市
税
務
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
ー
１
１
１
１
（
内
線
246‌

・‌

247
）

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
い
す
い
健
康
教
室

受
講
生
募
集

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を

い
き
い
き
と
健
や
か
に
過
ご
す
知
恵

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
第

4
期
す
い
す
い
健
康
教
室
を
開
講
し

ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
プ
ー
ル
で
の
全
身

を
使
っ
た
予
防
運
動
や
運
動
室
で
の

健
康
予
防
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ
た

教
室
で
す
。

対
象
者　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

�

（
申
込
時
に
国
保
加
入
者
で
あ
れ

ば
可
）

募
集
期
間　
10
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

開�

講
日　
11
月
５
日
か
ら
毎
週
木
曜

日
の
連
続
８
回

と�

こ
ろ　
コ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

高
浜
（
図
書
館
西
100
ｍ
）

受�

講
料　
１
，
０
０
０
円
（
納
付
方

法
は
、
別
途
開
講
案
内
で
通
知
し

ま
す
。
ま
た
、
受
講
料
納
入
後
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
も
返
還
で
き
ま

せ
ん
。
）

※�

プ
ー
ル
で
使
用
す
る
水
泳
帽
子
・

水
着
・
タ
オ
ル
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申�

込
方
法　
直
接
市
民
窓
口
グ
ル
ー

プ
へ
来
庁
す
る
か
、
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
ー
１
１
１
１
（
内
線
261
・
262
）

国
保

税

開講日 内　　　　　　　　　　　容
11月5日 すいすい健康体操　　　　　　（ストレッチと基礎運動）
12日 すいすい健康水泳（プール）　（泳がない水中全身運動）
19日 メタボ改善水泳（プール）　　（ウォーキング中心の水中運動）
26日 かんたんダンベル体操　　　　（筋力向上ダンベル体操）

12月3日 膝痛予防のための水中運動　（プール）
　　　　　　　　（下半身中心水中運動：アクアウォーキング）

10日 青竹健康体操　　　　　　　（ストレッチ体操および青竹踏み）
17日 レッツアクアビクス（プール）　（かんたんたのしいアクアビクス）
24日 レクリエーション＆リラクゼーション

徴収方法 年金から天引き（特別徴収）
徴収月 10月 12月 2月
税額 年税額の1/6 年税額の1/6 年税額の1/6

徴収方法 年金から天引き（特別徴収）
仮　　　徴　　　収 本　　　徴　　　収

徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額
前年度の
下半期に
徴収した
額の1/3

前年度の
下半期に
徴収した
額の1/3

前年度の
下半期に
徴収した
額の1/3

年税額か
ら仮徴収
額を控除
した額の
1/3

年税額か
ら仮徴収
額を控除
した額の
1/3

年税額か
ら仮徴収
額を控除
した額の
1/3

・�10月・12月・2月の年金支払の時に年税額から普通徴収（第一期および第
二期）で徴収した額を差し引いた残額の3分の1（年税額の6分の1）ずつを
特別徴収します（100円未満の金額は10月分に上乗せされます）。

・�上半期の年金支給月（4月・6月・8月）では、前年度の2月に特別徴収した
額を仮徴収します。
・�下半期の年金支給額（10月・12月・2月）では、確定した年税額から仮徴
収した額を差し引いた額の３分の１ずつを本徴収します（100円未満の金額
は10月分に上乗せされます）。

第4期すいすい健康教室

＜平成21年度の特別徴収方法＞〔新たに特別徴収になる方〕

＜平成22年度の徴収方法＞〔前年度も特別徴収だった方〕

7 広報たかはま　H21.10.1


